
２０２５年１０月１６日 

水俣病被害者の会 中山裕二 

（配布資料） 

まもなく５０年、水俣病とわたし 

０ 本日のテーマ                                           

  【スライド１ 表紙】 

１ 私が水俣病に向き合ったこと 

   義理と人情 

２ 水俣病被害者が、たたかったこと 

   ゼロからの出発、民主主義 

３ みなさんに伝えたいこと 

   戦争のない寛容な社会を 

 

１ 私の履歴書 

1895（明治 28）年 祖父、長崎県対馬に生まれる 

1926（大正 15）年 父、水俣市で生まれる 

1953（昭和 28）年 熊本市で生まれる 

1977（昭和 52）年 水俣診療所入職（1978年水俣協立病院）（1980年退職） 

1979（昭和 54）年 水俣病被害者の会事務局次長 

1987（昭和 62）年 水俣病被害者の会事務局長（現職） 

1996（平成 8）年 水俣協立病院再入職 

2003（平成 15）年 水俣協立病院退職、熊本中央法律事務所入職 

2008（平成 20）年 全国公害被害者総行動実行委員会 事務局長（2020 年退任） 

2014（平成 26）年 熊本中央法律事務所退職 

2015（平成 27）年 ＮＰＯみなまた代表理事（現職） 

 

２ 私が水俣に足を踏み入れた理由                                

   【スライド２】 

① 祖父は、長崎県対馬上県町の生まれ。大正時代にチッソに惹かれて水俣へ 

② 父は、水俣生まれ 

・一家の事情で昭和１１年に水俣市から熊本市に引っ越す 

・その後徴兵され、戦争体験、被爆後の長崎市内を歩く 

・戦後は、小学校の教員に。公害教育、同和教育 
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③ 私の原体験

・１９７６年夏、水俣診療所の夏季研修

・１９７９年から水俣病被害者の会専従事務局

３ チッソという会社 

【スライド３】 

① 乞われて乞われて、水俣にやってきた

② 水俣の労働者は「牛馬」と思って使え。朝鮮半島では、「蚤や蚊」と思って使え

③ 特許をそのまま製品に。労災事故、延長線に水俣病

④ チッソの企業体質（従業員差別、安全軽視）の上に水俣病

⑤ 民主主義の欠如（原因隠ぺい、物が言えない）

４ 水俣病を終わらせる二つの政策強行、2度目の水俣病つぶし 

【７】 

① 1977（昭和 52）年 環境保健部長通知（判断条件）

② 1978（昭和 53）年 チッソに対する金融支援（県債発行） 

５ 患者の反撃 

① 掘り起し検診 【８、９】 

② 国家賠償訴訟（水俣病第三次訴訟）

水俣病第三次訴訟 被告：チッソ(株)、国、熊本県、（東京：＋チッソ子会社）



＜提訴年、原告最終人数＞ 

1980（昭和 55）年 熊本（熊本地裁、福岡高裁）、  1,377名（未認定患者） 

1984（昭和 59）年 東京（東京地裁、東京高裁）     425名（未認定患者） 

1985（昭和 60）年 京都（京都地裁、大阪高裁）      94名（未認定患者） 

1988（昭和 63）年 福岡（福岡地裁） 53名（未認定患者） 

合計 １，９４９名 

③ ＜判決と和解＞

1987（昭和 62）年 熊本地裁判決 原告全員を水俣病、史上初国も

1996（平成 8）年 チッソ(株)との間で和解（協定書締結） 

与党解決策（公害健康被害補償法上の水俣病ではない、国の責任は不問、

一時金２６０万円、医療費自己負担分補助、月々の療養手当）の提示 

６ １９９５（平成７）年、政治解決 

【スライド４】 

① 政治解決にいたるまでの長年のたたかいで気をつけたこと

・会内民主主義

・地域ごとの集会

② 政治解決の決断

・福岡高裁での和解協議をふまえて、与党解決策の提案

・熊本地裁判決では、国の責任を認め、原告は平均１千万円の損害賠償を認めら

れていた

・事前の地区ごとの説明会、話し合いを繰り返し行い、与党解決策を受け入れるか

どうか議論した

・与党解決策を受け入れるかどうかを決める原告団総会当日は、印刷機を会場に

持ちこみ、世話人会の結論に備えた

・「たたかいはゼロから出発」「弱い人に合わせよう」

・原告団総会の結論（1995（平成 7）年 10月 28日）

出席者 １，３９８名（委任状含む） 賛成 １，３７４名 反対 ４名 棄権 ２０名

③ 政治解決の成果

・国が認めた患者以外にも、被害者がいる事実

・１０，０００人を越える救済

・苦渋の選択だったか

④ これで、水俣病はひと段落

７ たたかいの苦労 



 

８ 関西訴訟最高裁判決とあらたなたたかい       

① ２００４（平成１６）年１０月１５日、最高裁判決後、救済を求める住民が急増 

② 私の不覚 地域の暗黙の締め付けや世代が広かったことに気づいていなかった 

③ ２００５（平成１７）年、ノーモア・ミナマタ訴訟提訴           

・次の世代と未救済地域の患者が原告に 

９ 特別措置法             

 【スライド５】 

チッソ分社化を許す。チッソ救済法 

① 救済者は５万人以上に 

② 救済の枠を広げた 世代と地域を広げた                     【１０】 

※救済総数一覧（１９７０年代から続くに水俣病つぶしを押しとどめている）   【１１】 

 

10 今も続くたたかい                                         

      【スライド６】 

① 特措法後もたたかいは続く 

② 特措法終了後の大検診 

・2014年 11月 23日～24日 

・受診者数 ４４７名 

      症状あり ４３４名（９７．１％） 

なし       ５名 

再検診     ８名 

・指定地域外 ２８９名（症状なし 1名） 

非該当    １４７名（症状なし１名） 

未申請    ２５９名（症状なし４名） 



 

11 みなさんに伝えたいこと               

① 「戦争が廊下の奥に立ってゐた」 渡辺白泉 

１９３９年、日中戦争の真っ只中、太平洋戦争開戦の２年前に詠まれた俳句。

今を新しい戦前にしてはならない。戦争は命を奪い、人権を犯し、最大の環境破

壊をもたらす。何があってもしてはならない。 

② 先の国連総会の演説 

「全体主義や無責任なポピュリズムを排し、偏狭なナショナリズムには陥らない。

差別や排外主義を許さない」として健全な民主主義の土台となるのは「過去を直

視する勇気と誠実さ、人権意識の涵養、使命感を持ったジャーナリズムを含む言

論空間、そして他者の主張にも謙虚に耳を傾ける寛容さを持った本来のリベラリ

ズムであります」 

何の違和感もないド正論。みなさんには、社会的な弱者、少数者に対し、寛容

であってほしい。 

③  １歳年上の私の兄は、先天性の脳性小児マヒ。私が１歳の時に３歳で亡くなった。 

父親が、手足の曲がったわが子を抱きながら通院する時、刺すような世間の目を



向けられ、辛さがあったことは聞いていた。 

私のもう一つの原点でもある。父親も、水俣病や同和問題に取り組む初心ではな

かったかと思う。 

みなさんには、他人の痛みがわかる人になっていただきたいと心から思う。 

 

12最後までご清聴いただき、ありがとうござました。心から感謝。         

 

以上 














